
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 問 8（エ）「露点」 

入試にチャレンジ 【総評】 

問題の出題形式に変更があり、完全

解答を求める問題や、記述・作図問

題の削減で、部分点が取れない形と

なった。 

 

問１・問２ 

例年とあまり変わらず、一問一答の

出題。各分野・各単元の基礎的な知

識や思考力（必要な公式の利用）な

ど、あらかじめ覚えておくべきこと

を活用する問題が中心。 

問３～問６ 

物理・化学・生物・地学の分野別の

出題。やはり基礎的な知識がもとに

なるが、それを応用して思考しない

と解答に辿り着かない問いが多い。 

 

全体的に難度が上がっている。定期

テストのときだけ暗記するような

勉強はせず、揺るぎない知識を築き

上げることが不可欠だ。 

《《入試に向けての学習 
POINT とアドバイス》》 

① 基本事項の徹底暗記！ 
→定期テストの度にその分野の基本的

な重要語句・重要事項の暗記を完璧

にしておくこと。 

② 単純暗記では戦えない！ 
→①で覚えたことをいかに周辺のことと

関連させて整理できるかも重要。 

③ 実験の事象の説明 
→なぜ、実験を行うのか。なぜ、そのよ

うな結果になるのか。これらを自分

の言葉で文章にする練習が必要。 

④ 表の読み取り＆数値処理 
→単純に公式に当てはめての数値の

計算でなく、表から必要な数値を算

出し、それを用いた数値処理の訓練

を重ねる。 

⑤ 問題文をしっかり読んで理解する 
→実験の手順や結果など，１回読んで

理解できるようにすることも重要。 
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